
2004年1月2日に発生したGPS衛星の
特異事象について

海上保安庁交通部計画運用課

ﾃﾞｨﾌｧﾚﾝｼｬﾙGPSｾﾝﾀｰ



2004年1月2日のGPS衛星の特異事象要旨

2 GPS衛星の視線速度（擬似距離変化率） （スライド5～6）

3 国土地理院電子基準点のデータ異常 とDGPS局擬似距離異常 （スライド7～8）

４ GISのSP3でのPRN23クロック異常データ （スライド9～10）

1 PRN23の不具合原因と擬似距離変化率の状況（スライド1～4）

5 DGPSシステム概要とシステム(GPS受信機）不具合状況 （スライド11～16）

6 GPS配備状況と懸案事項 （スライド17-1～17-2）

7 GPS不具合衛星発見時の対応（RAIM受信機、PRC値、RRC値のリアルタイムグラフ）（スライド18～19）

8 2004年1月2日PRN23衛星不具合時の状況アンケート （スライド20）



GPS利用不能範囲

PRN23GPS衛星を利用不能とした地点 06：19

PRN23GPS衛星軌道

PRN23GPS衛星
異常発生地点
03：31

1．GPS衛星異常発生時の可視範囲概略図（1月2日）



２．2004年1月2日のGPS衛星の特異事象

② ルビジュウム原子標準器のL1周波数変動
（1575.42Mhz±371Hz）

③ 擬似距離にして285kmの誤差

④ 擬似距離変化率では70m/sの変化

① 発生時間 2004年1月2日03：31～06：19

⑤ 米国運用者側がPRN23GPS衛星を利用不能としなか

った
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3． 1月2日PRN23擬似距離変化率（搬送波位相により算出）

異常変動始まり

時・分・秒
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4． 2004年1月1日PRN23擬似距離変化率（搬送波位相より算出）

時・分・秒



Ｒ＝地球半径 6378km

Ｈ＝軌道高度 20200km

Ｖ＝軌道速度 3.872km

ρ＝視線距離

α＝地球中心からの衛星方向角度

a＝Ｒ＋Ｈ（軌道半
径）

5．GPS衛星の視線速度（疑似距離変化率）について

O

M

観測点P

S
衛
星

V 軌道速度

N

地球

天頂

α

γ γ

ρ

a=R+H

H α＋γ

R

視線速度



△PMS≡△SNV

PM＝R＊Sinα

OM＝R＊Cosα

ρ’=V＊R＊Sinα／aーR＊Cosα

SN＝ρ’＝視線速度（疑似距離変化率）

ρ2=a2+R2ー2＊R＊a＊Cosα

R2＝a2+ρ2ー2＊a＊ρ＊Cosγ

α＝６０°の時ρ’は①より ρ’＝914.379m/s

①

②

③

L1の波数増減数は視線速度を波長で割って４８０５．０９３７となる

②、③よりα＝６０°の時のγ＝１３．２８７となり

仰角が１６．７１３°の視線速度に等しい

μ＝G＊E（Gは万有引力定数、Eは地球質量）

３．９８６００５＊１０14m3/s2

mを衛星質量、衛星と地球中心からの距離Rと
すると遠心力と万有引力は釣り合い
mv2/R=μm/R2より

V＝√（μ/R）＝√（3.986005＊
1014/26578)=3.872km/s

6．仰角と位相増減数

ちなみに、GPSの最大視線速度は、水平線から天頂方向で
958m/sとなりドップラーシフトは、5.0343KHzとなります。
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PRN23擬似距離の比較
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8． PRN23擬似距離の比較

時・分・秒

正常時擬似距離(H16.1.1)



9．1月2日03：30のSP3のクロック誤差

P 1 12665.738932 -8304.024173 -21651.129987 322.444304
P 2 24167.977400 -3847.104305 -9344.625241 -249.441910
P 3 23517.212517 9590.502831 8056.533154 74.394932
P 4 -7210.569814 -19945.612202 -15763.091079 -35.181582
P 5 -22615.148124 13237.106747 -3851.803819 11.697521
P 6 -4230.180549 16012.613340 -20553.072593 -2.682778
P 7 -14127.618114 -20280.161288 10347.896582 639.744590
P 8 -1228.374861 -24695.696582 9062.766624 389.452186
P 9 -14645.870025 12224.621033 17897.603706 -23.772702
P 10 -23717.373144 -361.283484 -12264.962780 37.007950
P 11 14172.958293 -15005.923165 16653.719784 87.152530
P 13 1750.155986 -16649.367544 -20678.416423 -31.710616
P 14 15621.546214 19993.404607 7882.959544 -18.114918
P 15 4990.301231 21290.811935 14683.727475 206.886647

P 16 20355.848209 4681.731613 -16343.344740 16.216595
P 17 -16008.341890 5775.510026 -20017.923446 100.616098
P 18 -8377.909076 16466.820406 19030.914355 -3.371027
P 20 21901.582479 -13330.962863 -7009.635382 -196.532896
P 21 -5826.813416 25697.029516 5.343431 69.869578
P 23 11333.923477 11601.658712 21573.751393 -184.045948
P 24 -13524.905823 -6739.316825 -21531.955774 86.982394
P 25 10638.259655 17262.011731 -16816.233148 58.024459
P 26 -21128.756216 -4226.278581 15679.903598 465.311590
P 27 4911.008555 -25639.056615 -2514.294456 873.849600
P 28 -4326.331423 -14735.493473 21835.817507 12.379859
P 29 -22670.783456 -8351.685712 11332.151092 201.756758
P 30 -13723.669993 17232.873370 -14998.787870 719.240262
P 31 19776.045615 -1134.389957 17522.101410 37.112623

正常クロック誤差



10．1月2日03：45のSP3のクロック誤差

P 1 14545.280512 -6695.822355 -21026.176338 322.444116
P 2 23144.067073 -2954.032566 -11771.451153 -249.445812
P 3 23989.381893 10286.322099 5421.663405 74.396780
P 4 -6730.377740 -21587.165377 -13648.272720 -35.188059
P 5 -23006.203622 13051.840118 -1056.475333 11.698802
P 6 -6214.696159 14604.763182 -21097.723194 -2.683291
P 7 -12952.537847 -19751.365272 12713.237928 639.741886
P 8 -816.163421 -25552.300149 6371.480703 389.447918
P 9 -14571.220522 9997.533128 19290.792307 -23.775112
P 10 -22355.896597 -1041.780084 -14551.771964 37.008564
P 11 14309.363664 -12984.107581 18178.474329 87.154642
P 13 3661.940713 -15198.590545 -21523.237930 -31.710566
P 14 14680.107251 19502.061597 10504.638058 -18.114767
P 15 4452.138713 22802.853131 12429.129022 206.890273

P 16 18579.455558 5572.476722 -18080.442012 16.217074
P 17 -15503.616259 3432.362309 -20989.509339 100.635668
P 18 -10397.283219 17020.554671 17462.965049 -3.372882
P 20 22580.023995 -13353.566130 -4244.503717 -196.531086
P 21 -6090.381015 25483.826620 -2856.787890 69.870575
P 23 9080.173839 12383.866921 22207.909998 999999.999999
P 24 -13004.055695 -9177.906528 -20945.624444 86.984583
P 25 10316.664796 19125.706428 -14938.330676 58.024901
P 26 -22370.462279 -5373.061952 13545.445901 465.303290
P 27 5197.149320 -25104.559603 -5327.213621 873.862083
P 28 -2034.795321 -15596.881570 21540.833051 12.381542
P 29 -23454.488184 -9161.025988 8763.161949 201.763673
P 30 -15252.109081 17646.784826 -12844.906246 719.257358
P 31 21263.098057 151.791018 15792.459244 37.147169

異常クロック誤差



ユーザは、GPS と補正信号を受け、位置を算出する。

DGPS受信機＝中波ビーコン受信機 ＋GPS 受信機

運用情報の提供（インテグリテｨー情報）ＲＴＣＭ－ＳＣ 104

ビーコン局に隣接する局の運用状態を示す
局位置、周波数、有効範囲

タイプ９）

ビーコン局の座標を受信機に示す。

各DGPS局における周辺の気象観測所の気象
データ

気象情報）
タイプ１６）

各衛星の疑似距離補正値と状態を示す
UDRE[3]:8m超える補正誤差は位置計算から除外

タイプ７）

DGPS局の運用状態を表し、測位精度が1.5 m
以上でDGPS測位からGPS単独測位とする

通 報 内 容通報事項

-2-

Radio Technical Commission for Maritime Services
DGPS補正信号の全世界で統一されたデータ伝送フォーマット

DGPSは、GPSを補強したシステム

インテグリティー情報

（測位データの信頼性）
ＧＰＳの補正

補正値を計算１ GPS信号を受信、RS受信機で各衛星毎に

２ 補正値を送信機より発射、IM受信機で補正値を受信し

1ｍ以下の検証

３ DGPSの有効範囲は 200Km

補正値=擬似距離-- - 真距離

衛
星
軌
道
座
標
と
正
確
な
基
準

局
位
置
座
標
か
ら
真
距
離

受
信
機
で
測
位
し
た
擬
似
距
離

DGPS基準局

RS受信機 IM受信機

中波送信機
ビーコン

GPS

補正値の監視

補正信号のほか
インテグリティー
情報を送信

補正値を算出

ﾃﾞｨﾌｧﾚﾝｼｬﾙ疑似距離補正
値（

基準局パラメータ
（タイプ ３）

特別情報（
（

隣接局情報
（

基準局の運用状態
（メッセージヘッダ）

Reference 
Station

Integrity 
Monitor

ＲＴＣＭ－ＳＣ１０４：

海上無線標識を用いた
の技術基準

1m以下の精度提供

各衛星毎の補正値

GPS ANT

誤差成分

RTCM-104

DGPSセンター監視制御DGPS基準局

11．DGPS概要



12．DGPSシステムの不具合

① 各DGPS局の各衛星の擬似距離変化率の増大

② 各DGPS局の衛星擬似距離の補正値が増大

③ 1月2日05：10～06：19の間各DGPS局の衛星擬似距離
の補正値フルスケール(-10485.8m）となりシステム停止



13．釧路DGPS局 RS受信機異常ﾃﾞｰﾀ



14．釧路DGPS局 IM受信機異常ﾃﾞｰﾀ



15．1月2日瀬戸局 DGPS水平面位置誤差
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16．1月2日瀬戸局 GPS水平面位置誤差

水平面位置誤差 m
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17-1．GPS配備状況
 ＧＰＳ衛星の配備状況 2004/11/29 現在

PRN
番号

ＳＶ
番号

衛星の型式
原子時計の
型式

打ち上げ
年月日

運用開始
年月日

軌道面記号／ス
ロット番号 経過年数

１７ １７ ブロックⅡ ルビジウム 1989/12/11 1990/1/6 D6 14年12

１５ １５ ブロックⅡ セシウム 1990/10/1 1990/10/15 D5 14年2

２３ ２３ ブロックⅡＡ ルビジウム 1990/11/26 1990/12/10 E5 14年1

２４ ２４ ブロックⅡＡ セシウム 1991/7/4 1991/8/30 D1 13年5

２５ ２５ ブロックⅡＡ セシウム 1992/2/23 1992/3/24 A2 12年10

２６ ２６ ブロックⅡＡ ルビジウム 1992/7/7 1992/7/23 F2 12年5

２７ ２７ ブロックⅡＡ ルビジウム 1992/9/9 1992/9/30 A4 12年3

０１ ３２ ブロックⅡＡ セシウム 1992/11/22 1992/12/11 Ｆ4 12年1

２９ ２９ ブロックⅡＡ ルビジウム 1992/12/18 1993/1/5 F5 11年12

３１ ３１ ブロックⅡＡ ルビジウム 1993/3/30 1993/4/13 C3 11年9

０７ ３７ ブロックⅡＡ ルビジウム 1993/5/13 1993/6/12 C4 11年7

０９ ３９ ブロックⅡＡ セシウム 1993/6/26 1993/7/20 A1 11年6

０５ ３５ ブロックⅡＡ セシウム 1993/8/30 1993/9/28 B4 11年4

０４ ３４ ブロックⅡＡ ルビジウム 1993/10/26 1993/11/22 D4 11年2

０６ ３６ ブロックⅡＡ セシウム 1994/3/10 1994/3/28 C1 10年9

０３ ３３ ブロックⅡＡ セシウム 1996/3/28 1996/4/9 C2 08年9

１０ ４０ ブロックⅡＡ セシウム 1996/7/16 1996/8/15 E3 08年5

３０ ３０ ブロックⅡＡ ルビジウム 1996/9/12 1996/10/1 B2 08年3

１３ ４３ ブロックⅡＲ ルビジウム 1997/7/23 1998/1/31 F3 07年5

０８ ３８ ブロックⅡＡ ルビジウム 1997/11/6 1997/12/19 A3 07年1

１１ ４６ ブロックⅡＲ ルビジウム 1999/10/7 2000/1/4 D2 05年2

２０ ５１ ブロックⅡＲ ルビジウム 2000/5/11 2000/6/2 E1 04年7

２８ ４４ ブロックⅡＲ ルビジウム 2000/7/16 2000/8/17 B3 04年5

１４ ４１ ブロックⅡＲ ルビジウム 2000/11/11 2000/12/11 F1 04年1

１８ ５４ ブロックⅡＲ ルビジウム 2001/1/30 2001/2/16 E4 03年10

１６ ５６ ブロックⅡＲ ルビジウム 2003/1/29 2003/1/29 B1 01年10

2１ ４５ ブロックⅡＲ ルビジウム 2003/3/31 2003/4/12 D3 01年8

22 47 ブロックⅡＲ ルビジウム 2003/12/21 2004/1/13 E2 00年12

2 61 ブロックⅡＲ ルビジウム 2004/11/6 2004/11/23 D7 00年1

2004/11/23 #02運用開始

経過年数

00年1

00年12

01年8

01年10

03年10

04年1

04年5

04年7

05年2

07年1

07年5

08年3

08年5

08年9

10年9

11年2

11年4

11年6

11年7

11年9

11年12

12年1

12年3

12年5

12年10

13年5

14年1

14年2

14年12

00年1 02年9 05年6 08年3 10年12 13年9 16年6

1

１７
１５
２３
２４
２５
２６
２７
０１
２９
３１
０７
０９
０５
０４
０６
０３
１０
３０
１３
０８
１１
２０
２８
１４
１８
１６
2１
22
2



① 10年以上の稼動衛星が14機(ブロックⅡ、ブロックⅡA）

② 2004年4月2日に衛星メンテナンスが重なり衛星数が３個
となる予定であったが、当センターの問合せにより、急遽
メンテナンスが短縮され、日本近海東方海域での支障が
回避された

17-2．GPSシステムの懸案事項



① RAIM受信機（自律式インテグリティ受信機） + GPS受信機
での監視

② PRC,RRCグラフの監視強化

③ DGPS局のRS受信機,IM受信機の該当衛星を強制不健康

④ 航行警報、HP等で周知

18．GPS衛星不具合発見時の対応策



PRC,RRCグラフ

19．PRC,RRCグラフ



障害が生
じた

100件66%

障害は生
じていない

31件21%

無回答
12件8%その他

7件5%

その他
5件2%

無回答
4件1%

知らない
109件41%

 異常は
知っていた

150件56%

自らの受
信機で知

る

116件77%

関連団
体・船舶

等からの

連絡

16件11%

その他
18件12%

調査件数
　150件

1 平成１６年１月２日のGPS測位データの異常はご存知ですか

測位不能
98件 37%

気がつかず
 10件 4%

不明
74件27%

日時が違う
4件 2%

エリア外
14件 5%

使用なし
45件17%

誤差大
10件 4%

異常なし
12件 4%

調査件数
　268件

2 GPS測位データの異常はどのように知りましたか 4 GPSシステム異常時の利用者の受信状況

3 測位データ異常により測位に障害が生じたか

20．GPS測位データの異常に関するアンケート結果

調査件数

２６８件

調査件数

１５０件



ディファレンシャルGPS（DGPS）による
気象通報の実施について

海上保安庁交通部計画運用課

ﾃﾞｨﾌｧﾚﾝｼｬﾙGPSｾﾝﾀｰ



Ⅰ MICS（沿岸域情報提供システム）

○ MICSとは、船舶運航者やマリンレジャー愛好者など
の方々に全国の海上保安部等からリアルタイムに「海
の安全に関する情報」を提供するシステム

○ その内容の一部として全国各地の灯台等で観測した
局地的な気象・海象の現況をインターネット、テレホン
サービス、ラジオ等により提供

○ 2004年11月1日からDGPSの電波を利用した気象通
報を追加

(MICS：Maritime Information and Communication System)



Ⅱ MICS概要図

船舶からの情報



Ⅲ DGPS気象通報の運用開始

○ 2004年11月1日から全国27箇所のディファレンシャル
GPS（DGPS）局においてDGPSの電波を利用した気象
通報の正式運用開始

○ 全国84箇所の気象観測データを提供（今年度整備
分を含む）

○ 気象観測データは、30分毎に更新



Ⅳ DGPS気象通報のシステム概要

① Web サーバー上に全国の航行援助センターからの気象
観測データが集積される

② インターネット経由でＤＧＰＳセンターに気象観測データを
吸い上げる

③ ＤＧＰＳセンターで必要な気象観測ﾃﾞｰﾀを選択、編集して
ＤＧＰＳ運用装置へ入力する

④ ＤＧＰＳ運用装置はタイプ 16 として衛星伝送装置を経由
して各DGPS送信局へ気象観測ﾃﾞｰﾀを伝送する

⑤ ＤＧＰＳ送信局は他のRTCMメッセージに優先してユー
ザー 受信機に送信する



ＤＧＰＳ運用装置

気象ﾃﾞｰﾀをタイプ１６として取り込み、

各局DGPS局へ送出する。

JCSAT-1B

衛星伝送装置

ﾃﾞｰﾀ収集・送信ＰＣ

各航行援助ｾﾝﾀｰの気象ﾃﾞｰﾀを抽出、

編集してDGPS運用装置へ送出する。

DGPS補正情報

（ﾀｲﾌﾟ16含む。）

MICS装置

ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ 1

6

ﾀｲ
ﾌ
ﾟ 16

各ＤＧＰＳ局

GPS

ＤＧＰＳセンター（本庁）

各航行援助センター

インターネット

全
国
の
気
象
デ
ー
タ
を
収
集

主な灯台等で観測した気象・海象データ
を航行援助センターのMICS装置によりイ
ンターネットを利用し情報提供。

中波送信装置
衛星伝送装置

DGPS送信局装置

灯台等で観測した気象・海象の状況が、
文字情報としてＤＧＰＳ受信機のディス
プレイ上に表示される。

【受信機表示例】

Ⅴ DGPS気象通報システム概要図



RTCM－SC104 フォーマットで定義された６４種類のメッセージ
タイプの１つ

RTCM-SC104とは
海上無線標識を用いた DGPSの補正信号のデータ伝送

フォー マットの統一のための技術基準

（Radio Technical Commission for Maritime Services special committee-104)

RTCM-SC104送信ｽｹｼﾞｭｰﾙ ﾍｯﾀﾞｰ第二語

ﾍｯﾀﾞｰ第一語

Ⅵ タイプ16とは（その１）

type 9 type 9 type 9 type 9 type 3 type 9 type 9 type 9 type 9

type 9 type 9 type 9 type 9 type 16 (44文字) type 9 type 9 type 9 type 9 type 9

type 7

（39文字）



DＧＰＳ局が提供するメッセージ
ヘッダー 各ﾒｯｾｰｼﾞの最初の２語 ﾒｯｾｰｼﾞﾀｲﾌﾟ、ﾒｯｾｰｼﾞ長、基準局の運用状況

タイプ ３ 基準局ﾊﾟﾗﾒｰﾀ WGS-84座標系の地球中心・地球固定直交座標で
基準局位置を示す。

タイプ ６ ヌルフレーム 情報を含まない、送信同期用の“空”ﾒｯｾｰｼﾞ

タイプ ７ ﾋﾞｰｺﾝｱﾙﾏﾅｯｸ 自局・隣接局の運用状況、ﾋﾞｰｺﾝ局の位置、送信周

波数、送信ﾚｰﾄ、利用範囲

タイプ ９ DGPS補正値 受信機が測定した“擬似距離”を補正する距離と変

化率

タイプ１６ 特別情報 ｱｽｷｰｺｰﾄﾞによる情報提供

【気象観測データをｱｽｷｰｺｰﾄﾞで提供（39文字）】

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39

0 9 2 5 , e r i m o , E N E , 1 2 m , 1 0 1 2 h P a , W a v e 1 3 m ,

波　　高気　　圧観測時刻 風　向 風　速観測箇所

● 情報例

Ⅶ タイプ16とは（その２）



例② 現在と過去の気象観測データをグラフ表示例① 各観測局の気象観測データの一覧表示

Ⅷ DGPS受信機の表示例



室戸岬

宇品
豆酘埼

三島

台場鼻

見島

三度埼

長尾鼻

西郷岬

佐多岬
草垣島

都井岬

天売島

恵山岬

松前小島

積丹岬
神威岬

弁慶岬

納沙布岬

能取岬

入道埼

艫作埼

龍飛埼
尻屋埼

鮫角

塩屋埼

飛島

本牧

洲埼

犬吠埼

勝浦剱埼

第二海堡
東京13号地

石廊埼 伊豆大島

御前埼

襟裳岬

沢埼鼻

弾埼

越前岬
立石岬

焼尻島

秋田

今治 青ﾉ山
八島

（網走局）
1.能取岬
2.納沙布岬
3.釧路港
4.襟裳岬
5.焼尻島
6. ※

（釧路埼局）
1.尻屋埼
2.鮫角
3.襟裳岬
4.十勝大津
5.釧路港
6.納沙布岬

（積丹岬局）
1.青苗岬
2.弁慶岬
3.神威岬
4.積丹岬
5.天売島
6.焼尻島

（松前局）
1.弁慶岬
2.入道埼
3.龍飛埼
4.松前小島
5.松前
6.青苗岬

（金華山局）
1.犬吠埼
2.塩屋埼
3.金華山
4.魹ヶ埼
5.尻屋埼
6.襟裳岬

（酒田局）
1.舳倉島
2.弾埼
3.飛島
4.入道埼
5.秋田
6.艫作埼

（犬吠埼局）
1.伊豆大島
2.野島埼
3.勝浦
4.犬吠埼
5.塩屋埼
6. ※

（浦安局）
1.観音埼
2.本牧
3.東京13号地
4.海ほたる
5.第二海堡
6.洲埼

（剱埼局）
1.御前埼
2.石廊埼
3.伊豆大島
4.剱埼
5.洲埼
6. ※

（八丈島
局）
1.御前埼
2.石廊埼
3.伊豆大島
4.勝浦
5.犬吠埼
6. ※

（大王埼局）
1.御座埼
2.大王埼
3.御前埼
4. ※
5. ※
6. ※

（名古屋局）
1.大王埼
2.四日市港
3.御前埼
4. ※
5. ※
6. ※

（江埼局）
1.室戸岬
2.孫埼
3.地蔵埼
4.江埼
5. ※
6. ※

（室戸岬局）
1.土佐沖ノ島
2.足摺岬
3.室戸岬
4.大王埼
5. ※
6. ※

（舳倉島局）
1.三度埼
2.経ヶ岬
3.舳倉島
4.鳥ヶ首岬
5.沢崎鼻
6.弾埼

（丹後局）
1.三度埼
2.長尾鼻
3.経ヶ岬
4.立石岬
5.越前岬
6.舳倉島

（大浜局）
1.佐田岬
2.八島
3.宇品
4.今治
5.六島
6.青ノ山

（瀬戸）
1.若宮
2.台場鼻
3.都井岬
4.鶴御埼
5.佐田岬
6.土佐沖ノ島

（浜田局）
1.三島
2.見島
3.石見大崎鼻
4.三度埼
5.西郷岬
6.経ヶ岬

（都井岬局）
1.中之島
2.佐多岬
3.都井岬
4.細島
5.土佐沖ノ島
6.足摺岬

（中之島局）
1.笠利埼
2.中之島
3.草垣島
4.佐多岬
5.都井岬
6. ※

西埼

笠利埼

（慶佐次局）
1.西埼
2.平久保埼
3.池間島
4.久米島
5.国頭岬
6. ※

（宮古島局）
1.西埼
2.平久保埼
3.池間島
4.久米島
5.国頭岬
6. ※

舳倉島

大王埼

石見大崎鼻

佐田岬

平久保埼

国頭岬

江埼

経ヶ岬

若宮

地蔵埼

観音埼

八丈島

松前

池間島

久米島

中之島

釧路港

海ほたる

野島埼

御座埼孫埼

足摺岬
土佐沖ノ島

細島

筑前相ノ島

鶴御埼

四日市港

金華山

青苗岬
大間埼

対馬瀬鼻

大瀬埼

鳥ヶ首岬

十勝大津

六島

魹ヶ埼

（若宮局）
1.豆酘埼
2.三島
3.若宮
4.筑前相ノ島
5.対馬瀬鼻
6.見島

（大瀬埼局）
1.草垣島
2.大瀬埼
3.対馬瀬鼻
4.若宮
5. ※
6. ※

◎気象通報箇所１箇所あたり最大６箇所の気象観測データを提供

◎通報事項：観測時刻、観測箇所、風向、風速、気圧（注）、波高（注）
（注）観測実施箇所のみ

気 象 通 報 箇 所 等 一 覧

気象通報箇所（ＤＧＰＳ送信局）： 全国２７箇所

気象観測箇所

平成１６年度整備予定の気象観測箇所

※ 今後の整備により追加する予定

気 象 通 報 箇 所 等 一 覧

気象通報箇所（ＤＧＰＳ送信局）： 全国２７箇所

気象観測箇所

平成１６年度整備予定の気象観測箇所

※ 今後の整備により追加する予定

（尻屋埼局）
1.松前小島
2.大間埼
3.恵山岬
4.尻屋埼
5.魹ヶ埼
6.襟裳岬

（宗谷岬局）
1.神威岬
2.積丹岬
3.天売島
4.焼尻島
5.能取岬
6. ※

Ⅸ DGPS気象通報箇所一覧表



Ⅹ 気象観測箇所の拡充

○ 今後、全国の各DGPS局において最大6箇所の気象
観測データを提供するため、気象観測箇所を整備予定

以 上


